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今月の折り込み　2022年5月号カタログショッピング　ほか

大学生視点の精米商品「晴 ロ々マン」
岡山米の消費拡大を目指して

　岡山市北区尾上地区のレンゲ田についてご紹介します。「春の風物詩」であるレンゲ田はJR桃太郎線の
沿線にあり車窓から美しい風景を眺めることができます。
　マメ科の植物であるレンゲは根粒菌と共生していることから
田んぼの緑肥として使われていますが、稲の品種改良をはじめ
とする生産技術の向上で今ではその姿を見ることも少なくなっ
てきました。きれいなレンゲの花と形は変わりませんが、咲く場
所と役割は昔と今とでは大きく変わってきているようです。

編集担当　久山　隆一
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地域によろこびの
種をまく

JA岡山は持続可能な開発目標（SDGs）を支援しています。

オ ン ラ イ ン

かやは な
オンラインショップ

JA岡山JA岡山
各種媒体で情報発信

レンゲの風景

①テンペのり巻きを、＜テンペのり巻き＞のレシピ
を参照に作る。
②黄ニラはさっと茹でる。きゅうりは縦に4つ割り
にする。人参は１㎝角の棒状に切って茹でる。
③ほうれん草は茹でて絞った後、だししょうゆをか
けて再度よく絞る。
④巻きすに焼きのりを１枚置き、1/4量のすし飯を
均等に広げる。
⑤④に、テンペのり巻き１本、黄ニラ、きゅうり、人
参、ほうれん草、桜でんぶを1/4量ずつのせ、太
さが均一になるよう形を整え、彩りよく巻く（同
様にもう３本作る）。
⑥巻き終わりを下にして切り分ける。

すし飯・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・７２０ｇ
焼きのり・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・４枚
★テンペのり巻き・・・・・・・・・・４本
（テンペのり巻きレシピを参照）
黄ニラ・・・・・・・・・・・・・・・・・・１/3束
きゅうり・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１本
人参・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１本
ほうれん草・・・・・・・・・・・・・・・・・１束
だししょうゆ・・・・・・・小さじ1/2
桜でんぶ・・・・・・・・・・・・・・・・・・適量

材料（太巻き4本分）

作り方

①テンペ１枚を1.5㎝幅の8等分に切って、
素揚げにする。
②焼きのりは１枚を半分にカットする。
③カットした焼きのりに甘みそを塗り、素揚
げしたテンペを２本のせて巻く。

テンペ・・・・・・・・・・１枚（150g）
焼きのり・・・・・・・・・・・・・・・・・・２枚
揚げ油・・・・・・・・・・・・・・・・・・・適量
＜甘みそ>
　味噌・・・・・・・・・・・・・・・・大さじ３
　酒・・・・・・・・・・・・・・・・・・大さじ２
　砂糖・・・・・・・・・・・・・・・・大さじ３
　しょうゆ・・・・・・・・・・・・小さじ１

材料（4本分） 作り方

テンペのり巻き

【準備】
♦＜甘みそ＞を作っておく。
　フライパンに味噌と酒を入れ火にかけて
溶かすように混ぜ合わせ、砂糖、しょうゆ
を加え、木べらで混ぜ合わせながら水分
をとばす。ひと固まりになってきたら火を
止めて出来上がり。

※写真は昨年のものです。
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未来の米食育プロジェクト
　２０１８年度に包括的連携協定を結んでいるＪＡ岡山とノートルダム清心女子大
学は２０２０年９月から「未来の米食育プロジェクト」に取り組んでいます。これは、
若い世代に米の価値を見直してもらい、減退し続ける米消費に歯止めをかけると
ともに、「地産地消」の観点から地元産米に着目し、未来へ続く米の消費拡大を
目指すことが目的です。

プロジェクトの詳細はこちら

働く世代をターゲットに
「手間がかからず冷めてもおいしい」がコンセプト

JA岡山産「アケボノ」と「きぬむすめ」をブレンドしました。
無洗米で、保存にも便利なチャック付きの2kgのスタンドパックです。

①おいしい
　冷めてもおいしいお米を目指し、複数のブレンド構成
の中から最適の品種、割合を考案。さまざまな料理に
合う、硬すぎず柔らかすぎない程よい食感と食味です。

②便利
　無洗米にすることで、米洗い作業を短縮できます。
チャック付包材で冷蔵庫にそのまま保存できます。

③可愛い
　ロゴマークは、お米が重なった姿をイメージし、キャッ
プの房飾りを施したレトロポップなデザイン。学生たち
は、「岡山米がより多くの食卓に届き、愛され、未来に
続くお米になる」というロマンをこの商品に込めました。

特 徴

無洗米、冷めてもおいしいお米ができました
　当組合は３月４日、ノートルダム清心女子大学食品栄養学科の学生９人と当組
合で考案したオリジナル精米「晴々ロマン」の販売を始めました。働く世代を
ターゲットにした手間のかからない無洗米で、オリジナルブレンドにより冷めても
おいしいことが特徴です。商品名やブレンド割合、レシピなども学生が考案しま
した。

■「晴々ロマン」
栄養学生が本気で考えたブレンド米
だからだせる味
https://www.ja-okayama.or.jp/
harebareroman/

オリジナル精米商品「晴々ロマン」

チャック付き
で便利！

JA岡山×ノートルダム清心女子大学

はればれ

はればれ
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学生考案レシピ
　「晴々ロマン」は時間がたっても硬すぎず柔らかすぎない、程よい食感と適度な粘りがあり、白飯は
もちろん、おにぎりや丼ものにもよく合います。そこで、学生らは岡山県の特産品をたくさん使って
10種類のおにぎりと3種類の丼もののレシピを考案。食感や色どりはもちろん、食物繊維や栄養価の
バランスなどにも気をつけました。学生考案レシピは「ぱれっと」６月号より巻末で紹介します。

購入できる場所

パッケージデザインについて

表 面

裏 面

「晴々ロマン」ができるまで
　まず、学生らは岡山パールライス精米工場を訪問。米の
製造過程や品種ごとの特性、岡山県の農業の現状など、基
礎的な知識を学びました。
　また、岡山県産のお米5品種の食べ比べをして、それぞ
れの特徴について体験から学びました。
　さらに、商品バイヤーに話を聞き、商品開発の基本や周知方法などを学びました。
　次に、お米を炊く時の加水量や品種割合を決めるために、予備的な嗜好調査を行いました。そこで
決定したブレンド比率のお米を、炊飯直後、保温4時間後、放冷4時間後でどのように食味が変化す
るかを確認するために、複数回の食味テストを重ねました。また精米と無洗米での違いを見るために、
同様の方法で食味テストを繰り返し行いました。
　その後、学生とその保護者を対象にアンケート調査をし、消費者動向の把握を行いました。結果で
は、無洗米に興味・関心のある人が約6割を占めていたことや、無洗米は調理時間の短縮、水の使
用量や排水の低減、洗米による栄養価の流出の低減などのメリットもあることから、無洗米のブレンド
米に決まりました。
　3月3日にはノートルダム清心女子大学のシスター津田葵学長やJA岡山経営管理委員会の宮武博
会長らが出席のもと、JA岡山本所で「未来の米食育プロジェクト」成果報告会を開き、商品完成まで
の取組結果を発表しました。宮武会長は挨拶の中で「日本の素晴らしい米文化を絶やすことなく未来
の世代へつなげていきたい」と話しました。

■コンセプト
・ターゲットである２０～３０代の女性の目をひくデザイン　・売り場で目立つロゴ
・ノートルダム清心女子大学らしさ　・ブレンド米のよさを可視化

■２つの米粒を重ねたハートのデザイン
２種類のお米が合わさることで、「晴々ロマン」という
ひとつの商品が出来上がることを表現しました。

■米粒を淡色と総柄で仕上げる
「アケボノ」と「きぬむすめ」の品種特性を掛け合わせ
ることで、単種よりもバランスの取れた味わいである
ことを表現しました。

■水や稲、花などの自然を取り入れた柄
岡山の自然の豊かさを表現しました。

■キャップのデザイン
キャップの房飾りを取り入れることで、ノートルダム清
心女子大学らしさを表現しました。

■米粒をモチーフにしたキャラクター
ターゲットである若い女性の目をひき、他の商品との
差別化をはかりました。

■商品フレーズ
商品のアピールポイントをできるだけ「キャッチー」に
分かりやすく伝えるように意識しました。

■ロゴの中にＱＲコードを組み込む
考案したレシピをたくさんの人に見てもらえるよう目が
むくように工夫しました。

オンラインショップ　はなやかオンライン
URL：https://www.hana-yaka.jp/ オ ン ラ イ ン

かやは な

その他、天満屋岡山本店地階てんちかFOOD GARDEN おかやま地産地消の店・天満屋ハピータウン
岡南1Fおばあちゃんの台所・おかやまコープ大野辻にて購入できます。

はなやか中央店
岡山市北区大供表町4-5
午前9時～午後6時
086-226-1077

所 在 地
営業時間
TEL

味菜館Aコープ西大寺
岡山市東区西大寺中野388-2
午前8時30分～午後8時
086-943-1711

味菜館Aコープたかまつ
岡山市北区高松141-1
午前8時30分～午後8時
086-287-6671
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収
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触
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。
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ず
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で
農
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学
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後
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ラ
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テ
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で
高
松
地
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の
イ

チ
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あ
る
師
匠
と
出
会
い
ま
し

た
。
イ
チ
ゴ
を
作
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始
め
た
き
っ
か
け

は
、
限
ら
れ
た
土
地
を
有
効
活
用
で
き
、

高
設
栽
培
で
あ
れ
ば
、
高
齢
に
な
っ
て

も
続
け
ら
れ
る
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。

　現
在
は
、「
ゆ
め
の
か
」と「
お
い
C

ベ
リ
ー
」の
2
品
種
を
10
㌃
で
経
営
し
、

就
農
し
て
4
年
目
に
な
り
ま
す
。

―
楽
し
い
こ
と
は

　消
費
者
の
方
に「
お
い
し
い
」と
言
っ

て
も
ら
え
た
時
に
、
や
り
が
い
を
感
じ

ま
す
。
そ
こ
か
ら
さ
ら
に
友
達
に
紹
介

し
て
も
ら
え
た
り
す
る
と
、
と
て
も
嬉

し
く
思
い
ま
す
。

―
苦
労
す
る
こ
と
は

　収
穫
作
業
が
大
変
で
す
。
昨
年
ま
で

は
2
㌃
で
経
営
し
て
い
ま
し
た
が
、
今

年
か
ら
5
倍
の
10
㌃
に
拡
大
し
ま
し

た
。
一
斉
に
実
が
色
づ
き
収
穫
作
業
に

追
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
取
り
残
し
の
な

い
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

―
栽
培
上
で
の
こ
だ
わ
り
は

　食
味
で
す
。
子
ど
も
は
味
の
感
想
を

正
直
に
言
っ
て
く
れ
る
た
め
、よ
り
よ
い

も
の
を
目
指
し
試
行
錯
誤
し
て
い
ま
す
。

　ま
た
、
農
薬
は
あ
ま
り
使
わ
な
い
よ

う
に
し
て
い
ま
す
。
安
全
・
安
心
に
は

細
心
の
注
意
を
払
っ
て
い
ま
す
。

―
今
後
の
抱
負
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　面
積
を
拡
大
し
な
が
ら
、
い
ろ
い
ろ

な
品
種
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
き
た
い

で
す
。
晩
生
の
品
種
ば
か
り
栽
培
し
て

お
り
、
消
費
者
の
方
か
ら
早
生
の
品
種

を
求
め
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
の
で
、

ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
て
植
え
て
い
き
た
い

で
す
。

　ま
た
、
夏
に
な
る
と
作
業
が
落
ち
着

く
の
で
、
冷
凍
販
売
や
加
工
品
な
ど
6

次
産
業
化
を
目
指
し
て
い
き
た
い
で

す
。「
イ
チ
ゴ
だ
け
で
食
べ
て
い
け
る

農
業
」を
目
指
し
、
1
万
株
を
目
標
に

い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て

い
き
た
い
で
す
。

Interview [インタビュー]

聞
き
手
：
J
A
岡
山
広
報
担
当

「イチゴだけで食べていける農業」を目指し、
新品種や面積拡大に取り組む
「イチゴだけで食べていける農業」を目指し、
新品種や面積拡大に取り組む
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農
を担う

イ
チ
ゴ
農
家
と
し
て
就
農

「
イ
チ
ゴ
だ
け
で
食
べ
て

い
け
る
農
業
」を
目
指
し
て

藤原 聖さん
「ふじわら　さとし」
昭和51年生まれ。一宮いちご部会所属。妻、子2人の4人家族。趣味はドライブ。座右の銘は「人と
の出会いを大切に」。

一宮地区：イチゴ農家

ひとつひとつ丁寧に収穫します取り残しのないように摘み取ります

イチゴづくりについて思いを話す藤原さん

ぱれっと　1011　ぱれっと　



資料3 鉢植えの植え替え

資料4 庭木に付ける手順

根を苔玉に被せ、その上に水苔を巻き、鉢に植えます
右図のように苔玉の芯に炭などを入れると排水・通気が一層よくなります

位置を決めて
根を広げる

キンモクセイにとり付けたセッコク

固定できたらビニタイは取り除きます。そのままだと木の成長とともに
木に食い込みます

ビニタイで
仮留めする

凧糸などで
しっかり固定する

マルチは定植後
発根・活着の促進に
高い効果があります

黒マルチを
利用するとよい

高さ20～30㎝

畝幅80～90㎝

資料1 ほ場の準備

資料2 苗の植え付け

イモ数が多くなる 活着しやすい イモ数は少ないが
大きくなる

水平植え 斜め植え 垂直植え

30㎝

サ
ツ
マ
イ
モ
の
栽
培

●
栽
培
の
ポ
イ
ン
ト

　サ
ツ
マ
イ
モ
は
、
高
温
・
乾
燥
に
強
く
、

比
較
的
連
作
障
害
が
起
き
に
く
い
作
物
で

す
が
、
水
は
け
が
悪
か
っ
た
り
、
長
雨
で

冠
水
し
て
し
ま
う
と
枯
死
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
、
日
当
た
り
が
良
好
で
排
水

性
の
よ
い
ほ
場
で
栽
培
す
る
こ
と
を
、
お

す
す
め
し
ま
す
。

●
ほ
場
の
準
備
と
施
肥
例

　黒
マ
ル
チ
を
使
用
し
て
栽
培
す
る
と
、

サ
ツ
マ
イ
モ
の
肥
大
や
食
味
の
向
上
が
期

待
で
き
、
定
植
後
の
発
根
・
活
着
の
促
進
、

雑
草
対
策
や
収
穫
時
の
ツ
ル
の
は
が
し
作

業
が
容
易
に
な
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
面

で
高
い
効
果
が
あ
り
ま
す
（
資
料
1
）。

　施
肥
例
と
し
て
、「
野
菜
い
ち
ば
ん
」
を

10
平
方
㍍
あ
た
り
、
3
0
0
〜
4
0
0
㌘

程
度
を
元
肥
に
施
用
し
ま
す
。

　サ
ツ
マ
イ
モ
は
施
肥
量
が
多
い
と
、「
つ

る
ぼ
け
」
が
起
こ
り
、
収
穫
量
が
減
少
し
ま

す
。
前
作
に
他
の
野
菜
を
栽
培
し
た
場
所

で
は
、
肥
料
が
残
っ
て
い
る
可
能
性
が
あ

る
の
で
、
施
肥
量
を
調
整
し
ま
し
ょ
う
。

●
苗
の
植
え
付
け

　霜
の
危
険
が
な
く
な
り
、
平
均
気
温
が

18
℃
以
上
で
、
地
温
15
℃
以
上
に
な
っ
た

こ
ろ
に
行
い
ま
す
。

　苗
の
切
り
口
に
近
い
2
〜
3
節
か
ら
根

が
も
っ
と
も
塊
根
（
イ
モ
）
を
つ
け
や
す
い

の
で
、
必
ず
2
〜
3
節
は
土
中
に
埋
め
込

み
ま
す
。
節
の
埋
め
込
み
が
不
十
分
だ
と
、

イ
モ
が
出
来
に
く
く
な
り
ま
す
。

　各
節
の
葉
は
葉
身
を
必
ず
外
に
出
し
て

植
え
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　植
え
方
は
、
い
ろ
い
ろ
な
方
法
が
あ
り

ま
す
が
、
深
さ
5
〜
10
㌢
の
溝
を
切
っ
て
、

苗
を
水
平
に
植
え
る
「
水
平
植
え
」
か
、
斜

め
に
植
え
る
「
斜
め
植
え
」
が
一
般
的
で
す

（
資
料
2
）。

●
植
え
付
け
後
の
管
理
作
業

　条
件
が
よ
け
れ
ば
3
〜
5
日
で
活
着
し

ま
す
。
活
着
に
は
土
壌
の
水
分
が
必
要
な

の
で
、
黒
マ
ル
チ
を
使
用
し
な
い
場
合
は
、

乾
燥
に
注
意
し
て
適
宜
、
水
や
り
を
行
い

ま
し
ょ
う
。

　植
え
付
け
後
、
根
は
伸
び
ま
す
が
、
ツ

ル
の
成
育
は
遅
い
た
め
、
黒
マ
ル
チ
を
使

用
し
な
い
場
合
は
1
カ
月
間
く
ら
い
除
草

を
行
い
ま
し
ょ
う
。
生
育
が
進
め
ば
ツ
ル

が
地
面
を
覆
う
の
で
雑
草
も
あ
ま
り
発
生

し
ま
せ
ん
。

　追
肥
は
基
本
的
に
行
い
ま
せ
ん
が
、
7

〜
8
月
に
葉
が
黄
色
く
な
っ
て
き
た
時
は

追
肥
し
ま
す
。

●
収

　穫

　植
え
付
け
後
、
目
安
と
し
て
1
2
0
〜

1
4
0
日
程
度
で
収
穫
と
な
り
ま
す
。
収

穫
が
早
す
ぎ
る
と
食
味
が
悪
く
、
遅
す
ぎ

る
と
イ
モ
の
形
が
乱
れ
る
の
で
適
期
の
収

穫
が
大
事
で
す
。

　収
穫
適
期
は
葉
の
様
子
を
観
察
す
る
こ

と
で
も
見
極
め
ら
れ
、
青
々
と
し
た
葉
の

色
が
薄
く
な
り
、
赤
や
黄
色
に
変
わ
っ
て

き
て
、
し
ん
な
り
と
枯
れ
た
状
態
に
な
っ

た
ら
、
前
述
の
植
え
付
け
後
日
数
と
勘
案

し
て
収
穫
時
期
が
近
付
い
て
い
る
目
安
に

な
り
ま
す
。

　霜
に
当
た
っ
た
サ
ツ
マ
イ
モ
は
腐
敗
や

貯
蔵
性
が
劣
る
こ
と
か
ら
、
初
霜
前
に
は

収
穫
を
終
え
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　収
穫
日
は
、
晴
天
の
日
を
選
び
、
し
ば
ら

く
乾
燥
さ
せ
て
か
ら
貯
蔵
し
ま
す
。
収
穫
直

後
よ
り
も
2
〜
3
週
間
貯
蔵
し
た
ほ
う
が
、

甘
み
が
増
し
て
お
い
し
く
な
り
ま
す
。

　貯
蔵
す
る
場
合
の
適
温
は
13
℃
程
度
、

湿
度
90
〜
95
％
程
度
が
よ
い
と
さ
れ
て
い

ま
す
。

サ
ツ
マ
イ
モ
は

水
は
け
の
よ
い

場
所
で
栽
培

し
ま
し
ょ
う
！

セ
ッ
コ
ク
が
香
る
庭
は
い
か
が

　洋
ラ
ン
は
優
美
で
あ
こ
が
れ
の
花
で
す

が
、
世
話
が
大
変
と
の
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る

と
思
い
ま
す
。
そ
の
点
、
日
本
や
中
国
な

ど
が
原
産
の
セ
ッ
コ
ク
（
石
斛
）
が
手
軽
で

香
り
も
楽
し
め
ま
す
。
小
さ
い
け
れ
ど
岡

山
で
も
生
産
が
盛
ん
な
デ
ン
ド
ロ
ビ
ウ
ム

の
仲
間
で
、
花
色
も
白
、
赤
（
ピ
ン
ク
）、
黄
、

薄
緑
と
多
様
で
す
。

　花
言
葉
は
「
私
（
あ
な
た
）
を
元
気
づ
け

る
」「
豊
か
な
笑
顔
」
な
ど
、
思
い
が
け
ず
咲

い
た
と
こ
ろ
に
出
会
っ
て
も
、
元
気
な
株

を
見
て
も
、
確
か
に
前
向
き
な
気
持
ち
に

な
れ
る
花
で
す
。

●
植
物
と
し
て
の
特
性

　開
花
時
期
は
4
〜
6
月
、
前
年
秋
に
充

実
し
て
葉
を
落
と
し
た
茎
（
バ
ル
ブ
）
の
先

端
付
近
に
可
憐
な
花
を
咲
か
せ
ま
す
。

　日
本
で
も
古
く
か
ら
愛
好
さ
れ
、
さ
ま

ざ
ま
な
品
種
が
あ
り
、
茎
の
長
さ
も
3
〜

30
㌢
、
花
よ
り
も
斑
入
り
の
葉
を
観
賞
す

る
品
種
も
あ
り
ま
す
。
近
年
で
は
さ
ら
に

交
配
さ
れ
、
花
弁
の
姿
も
い
ろ
い
ろ
で
す
。

　明
る
い
樹
上
や
岩
に
根
を
張
り
伸
ば
し

て
生
育
す
る
着
生
蘭
な
の
で
、
通
気
を
好

み
、
わ
ず
か
な
養
分
で
徐
々
に
生
育
し
て

い
き
ま
す
。

　夏
は
明
る
い
半
日
陰
、
日
射
し
が
柔
ら

か
い
春
・
秋
は
日
な
た
が
好
適
、
休
眠
し

て
い
る
冬
は
か
な
り
の
低
温
に
も
耐
え
る

の
で
、
岡
山
で
は
屋
外
で
大
丈
夫
で
す
。

●
植
え
替
え
と
増
殖

　鉢
植
え
の
場
合
は
2
〜
3
年
に
一
度
植

え
替
え
ま
す
。

　水
苔
単
用
が
一
般
的
で
す
が
、
山
砂
で

植
え
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
場
合
は

底
に
ご
ろ
土
を
入
れ
る
な
ど
し
て
通
気
確

保
が
必
要
で
す
。
鉢
も
通
気
の
よ
い
も
の

を
使
い
、
大
き
す
ぎ
る
と
水
保
ち
が
よ
く

な
る
の
で
小
さ
め
の
も
の
を
使
い
ま
す
。

　植
え
替
え
の
時
期
は
、
旺
盛
に
生
育
し

始
め
る
4
〜
6
月
か
、
厳
し
い
夏
が
終
わ

り
、
休
眠
に
入
る
前
の
9
月
中
旬
〜
10
月

中
旬
で
す
。

水
苔
で
植
え
る
場
合
の
手
順
（
資
料
3
）

　水
苔
も
年
々
傷
ん
で
く
る
の
で
古
い
水

苔
と
古
く
枯
れ
た
根
を
取
り
除
き
ま
す
。

元
気
な
根
や
株
を
傷
め
な
い
よ
う
、
湿
ら

せ
て
か
ら
気
を
つ
け
て
作
業
し
ま
す
。

　新
し
い
水
苔
を
あ
ら
か
じ
め
吸
水
さ
せ

て
お
き
、
固
く
絞
っ
た
苔
玉
を
作
り
、
そ

の
玉
に
被
せ
る
よ
う
に
根
を
広
げ
ま
す
。

　そ
の
根
の
上
に
も
吸
水
済
み
の
水
苔
を

絞
っ
て
巻
き
、
全
体
を
鉢
に
入
れ
ま
す
。

ぐ
ら
つ
く
よ
う
な
ら
、
さ
ら
に
周
囲
に
水

苔
を
入
れ
ま
す
。

　通
気
が
よ
く
な
る
よ
う
に
、
株
元
が
鉢

よ
り
高
く
な
る
よ
う
に
し
ま
す
。

庭
木
に
と
り
付
け
て
楽
し
み
ま
し
ょ
う

（
資
料
4
）

　日
本
の
気
候
に
適
し
た
セ
ッ
コ
ク
は
庭

木
に
と
り
付
け
て
も
元
気
に
育
ち
ま
す
。

む
し
ろ
砂
植
に
し
て
過
湿
で
傷
め
た
り
、

水
苔
が
傷
ん
で
し
ま
っ
た
り
と
い
う
心
配

が
無
く
家
庭
で
楽
し
む
に
は
お
す
す
め
の

方
法
で
す
。
庭
木
の
養
分
を
吸
い
取
る
な

ど
の
心
配
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　と
り
付
け
る
木
は
柿
な
ど
樹
皮
が
粗
い

も
の
の
方
が
根
が
し
っ
か
り
着
く
の
で
よ

い
と
さ
れ
ま
す
が
、
私
の
例
で
は
マ
ン
サ

ク
、
キ
ン
モ
ク
セ
イ
で
も
着
生
し
て
い
ま

す
。
落
葉
樹
に
付
け
る
と
、
秋
か
ら
春
先

ま
で
は
日
光
が
あ
た
り
、
夏
は
日
陰
に
な

る
の
で
ち
ょ
う
ど
よ
い
と
思
い
ま
す
。
西

日
や
南
の
直
射
光
を
避
け
、
木
の
東
、
北
側

に
付
け
ま
す
。

　鉢
の
植
え
替
え
と
同
じ
く
、
古
い
根
や
水

苔
を
き
れ
い
に
取
り
除
き
ま
す
。

　幹
や
枝
の
付
け
た
い
部
分
に
根
を
よ
く
広

げ
て
、
ビ
ニ
タ
イ
な
ど
で
仮
留
め
し
ま
す
。

　凧
糸
や
木
綿
糸
、
麻
ひ
も
な
ど
で
し
っ
か

り
固
定
（
し
っ
か
り
株
が
動
か
な
い
が
、
締

め
す
ぎ
て
根
を
傷
め
な
い
程
度
）
し
ま
す
。

こ
の
時
、
根
の
上
に
い
く
ら
か
吸
水
し
た
水

苔
を
巻
い
て
お
く
と
安
心
で
す
が
、
薄
く
で

構
い
ま
せ
ん
。
ま
た
、
根
の
下
に
水
苔
を
入

れ
る
と
根
が
付
着
し
に
く
く
、
株
の
脱
落
に

繋
が
る
の
で
お
す
す
め
で
き
ま
せ
ん
。

　固
定
し
終
え
た
ら
仮
留
め
の
ビ
ニ
タ
イ
は

取
り
除
き
ま
す
。
残
っ
た
糸
は
や
が
て
朽
ち

ま
す
（
根
が
固
着
し
な
い
う
ち
に
糸
が
朽
ち

そ
う
に
な
っ
た
ら
補
強
し
ま
し
ょ
う
）。

　と
り
付
け
後
、
固
着
す
る
ま
で
は
乾
い
て

し
ま
わ
な
い
よ
う
に
水
を
掛
け
ま
す
。
夏
の

晴
天
日
は
毎
日
を
心
掛
け
て
く
だ
さ
い
。
一

旦
根
を
張
る
と
、
干
天
続
き
の
時
以
外
は
自

然
の
降
雨
任
せ
で
も
元
気
に
育
ち
ま
す
。

　さ
ら
に
よ
く
生
育
さ
せ
よ
う
と
思
っ
た

ら
、
6
〜
7
月
ご
ろ
、
薄
い
液
肥
を
時
々
ス

プ
レ
ー
し
て
や
る
と
有
効
で
す
が
、
そ
の
後

は
控
え
ま
す
。

●
害
虫

　ハ
ダ
ニ
、
ア
ブ
ラ
ム
シ
、
カ
イ
ガ
ラ
ム
シ

な
ど
、
発
生
し
た
ら
防
除
す
る
か
、
カ
イ
ガ

ラ
ム
シ
は
こ
す
り
落
と
し
ま
し
ょ
う
。

野
菜

花
き

家
庭
園
芸

楽
し
い

お問い合わせ先
営農部指導課
Tel.086（225）3224

2022.5

営農部指導課
中川 雄一

営農部指導課
村中 淳人

セ
ッ
コ
ク
に

つ
い
て
ご
紹
介

し
ま
す
！

ぱれっと　1213　ぱれっと　2022.5 2022.5
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資料6 開花前の摘心とピオーネの花穂整形

資料7 結果枝別の着果目安

主枝断面図

房までの副梢は
２～3枚程度で摘心

房から先の
副梢は１枚で摘心

岐肩や肩部の
大きな車を削除

先端部分の3～3.5cmを
残して切除

結果枝は房先
7～8枚で摘心

誘引頃岐肩
きけん

　車
（蕾の集合体）

開花始め

目印
（１～２車）

３～３.５㎝
程度（　　　　）
８～１０車

花穂整形

資料5 新梢基部のねん枝

花穂

■長果枝（30～50cm）
　の果実を残す位置

先端や葉のない位置は果実の肥大が悪く
品質もよくない

中央付近に1～2個

中央付近に2～3個

3～4本に1個

■中果枝（10～30cm）
　の果実を残す位置

■短果枝（10cm以下）
　の果実を残す位置

　5
月
の
管
理
で
は
、
桃
、
梨
、
リ
ン
ゴ
等

の
摘
果
作
業
や
袋
掛
け
、
ブ
ド
ウ
の
新
梢
管

理
（
誘
引
・
摘
心
）・
花
穂
の
整
形
・
ホ
ル

モ
ン
処
理
、
中
旬
に
は
キ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ
の

受
粉
、
そ
れ
ぞ
れ
の
果
樹
の
病
害
虫
防
除
や

除
草
作
業
な
ど
の
管
理
作
業
が
多
く
な
り
ま

す
。
適
期
を
逃
さ
な
い
よ
う
に
管
理
し
ま

し
ょ
う
。

　今
回
は
、
ピ
オ
ー
ネ
を
主
体
に
記
述
し

ま
す
。

ブ
ド
ウ
の
新
梢
管
理

●
芽
か
ぎ

　1
つ
の
芽
座
か
ら
複
数
の
新
梢
が
発
生
す

る
た
め
、
新
梢
が
10
㌢
程
度
伸
び
た
こ
ろ
か

ら
極
端
に
勢
い
の
強
い
芽
や
弱
い
芽
、
方
向

の
悪
い
芽
な
ど
を
か
ぎ
取
り
ま
す
。
後
の
欠

損
を
考
え
、
こ
の
時
点
で
は
少
し
多
め
に
残

し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

●
新
梢
の
誘
引

　新
梢
全
体
の
3
割
程
度
が
誘
引
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
ら
、
勢
力
の
強
い
も
の
か
ら
随

時
誘
引
を
行
い
ま
す
。
こ
の
時
期
は
枝
が
折

れ
や
す
い
の
で
、
優
し
く
棚
付
け
し
ま
し
ょ

う
。
結
果
枝
が
欠
損
し
な
い
よ
う
に
基
部
を

指
で
固
定
し
て
、
ポ
キ
っ
と
音
が
鳴
る
程
度

に
捻
じ
っ
て
誘
引
し
ま
す
（
資
料
5
）。

　結
果
枝
の
先
端
は
房
先
7
〜
8
枚
で
摘
心

し
ま
す
。
結
果
枝
と
本
葉
の
間
か
ら
副
梢
が

発
生
す
る
の
で
、
基
部
か
ら
着
房
節
ま
で
は

2
〜
3
枚
、
房
先
は
1
枚
で
摘
心
し
ま
す
。

基
部
か
ら
摘
心
節
ま
で
は
大
き
な
本
葉
10
〜

12
枚
、
小
さ
い
副
梢
（
基
部
〜
着
房
節
ま
で

の
3
〜
4
節
は
2
〜
3
枚
程
度
で
6
〜
12

枚
と
房
先
1
枚
の
7
〜
8
枚
）
が
本
葉
＋
副

梢
の
合
計
23
〜
32
枚
の
葉
数
を
確
保
し
ま

す
（
資
料
6
）。

　樹
勢
の
強
い
瀬
戸
ジ
ャ
イ
ア
ン
ツ
等
は

欠
損
し
や
す
い
の
で
、
房
先
7
〜
8
枚
で

摘
心
し
、
捻
枝
し
た
た
ま
ま
に
し
て
お
い

て
、
基
部
が
し
っ
か
り
し
て
か
ら
再
度
捻

枝
し
て
棚
付
け
し
ま
し
ょ
う
。
特
に
曇
雨

天
の
日
や
早
朝
や
灌
水
直
後
は
欠
損
し
や

す
い
の
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

●
花
穂
整
形
と
摘
穂

　通
常
は
1
本
の
枝
に
2
つ
の
花
穂
が
着

生
す
る
の
で
、
充
実
し
た
形
の
よ
い
方
を

選
び
、
開
花
ま
で
に
1
つ
に
し
ま
す
。
枝

が
割
り
箸
よ
り
細
い
も
の
は
早
め
に
落
と

し
て
空
枝
に
し
ま
す
。

　そ
の
後
、
花
穂
整
形
に
入
り
ま
す
。
こ

の
作
業
は
開
花
3
日
前
〜
開
花
始
め
を
目

安
に
行
い
ま
す
。
花
穂
の
先
端
3
〜
3.
5

㌢
程
度
（
8
〜
10
車
）
を
残
し
、
他
の
車
は

切
り
取
り
ま
す
。
こ
の
時
に
ジ
ベ
レ
リ
ン

処
理
の
目
印
に
上
部
の
車
を
1
〜
2
車
残

し
て
お
き
ま
す
。

●
ホ
ル
モ
ン
処
理

　結
実
安
定
と
種
な
し
を
目
的
に
1
回
目

の
ホ
ル
モ
ン
処
理
（
ジ
ベ
レ
リ
ン
25
p
p
m

＋
フ
ル
メ
ッ
ト
2
〜
5
p
p
m
）
を
し
ま

す
。
1
回
目
の
処
理
は
蕾
が
先
端
ま
で
全

部
咲
い
た
直
後
に
行
い
、
残
し
た
目
印
の

車
を
1
つ
取
り
ま
す
。
ま
た
、
乾
き
に
く

い
曇
天
の
日
に
行
い
ま
し
ょ
う
。
処
理
が

早
い
と
先
端
が
曲
が
り
ま
す
。

　2
回
目
の
処
理
は
果
粒
肥
大
を
目
的
に

ジ
ベ
レ
リ
ン
25
p
p
m
又
は
フ
ル
メ
ッ
ト

5
p
p
m
を
満
開
10
〜
15
日
後
に
行
い
、

目
印
の
車
を
摘
み
取
り
、
ホ
ル
モ
ン
の
処

理
は
完
了
で
す
。
2
回
目
は
、
ジ
ベ
レ
リ

ン
の
乾
き
が
悪
い
と
ジ
ベ
焼
け
が
起
こ
り
、

か
さ
ぶ
た
の
跡
が
残
る
の
で
、
作
業
後
は

果
房
を
指
で
ゆ
す
っ
た
り
、
番
線
な
ど
を

揺
ら
し
て
余
分
に
付
着
し
た
液
を
振
る
い

落
と
し
ま
す
。

●
桃
・
梨
の
摘
果

　摘
果
時
期
が
早
い
ほ
ど
、
果
実
肥
大
が

促
進
さ
れ
ま
す
。
桃
の
生
理
的
落
果
の
多

い
品
種
（
清
水
白
桃
や
白
麗
な
ど
）
は
、
2

〜
3
回
に
分
け
て
摘
果
し
ま
す
。

営農部指導課
武田 祐一

　桃
は
満
開
後
20
〜
30
日
ご
ろ
に
結
実
が

確
認
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
ら
予
備
摘
果

（
最
終
の
2
倍
）、
満
開
後
45
日
ご
ろ
に
仕

上
げ
摘
果
（
最
終
の
1.
5
倍
）、
満
開
後
75

〜
80
日
ご
ろ
に
修
正
摘
果
（
適
正
最
終
着
果

数
）
に
し
ま
す
。
結
果
枝
別
の
着
果
の
目
安

は
資
料
7
を
参
照
。
収
穫
時
の
葉
果
比
は

1
果
あ
た
り
80
〜
1
0
0
枚
を
目
安
に
し

ま
す
。

　梨
は
開
花
後
15
〜
30
日
ご
ろ
、
1
果
そ

う
で
1
果
の
み
残
し
ま
す
。
開
花
後
60
日

ご
ろ
ま
で
に
仕
上
げ
摘
果
を
行
い
ま
す
（
愛

宕
梨
で
は
開
花
後
90
日
ご
ろ
で
も
よ
い
）。

葉
果
比
80
〜
90
葉
／
果
を
目
安
に
し
ま
す
。

小
果
・
変
形
果
・
傷
害
果
・
病
害
虫
被
害
果
・

果
梗
が
上
向
き
や
短
い
も
の
を
中
心
に
摘

果
し
ま
す
。

　リ
ン
ゴ
は
1
果
そ
う
に
5
〜
6
つ
の
花

が
咲
い
て
幼
果
が
着
生
し
ま
す
が
、
放
っ

て
お
く
と
養
分
を
取
り
合
っ
て
大
き
く
な

ら
な
い
の
で
真
ん
中
の
大
き
な
「
中
心
果
」

を
残
し
て
周
り
の
幼
果
を
摘
み
取
り
ま
す
。

5
月
は
管
理

作
業
が
多
く
な

る
時
期
で
す

※写真はイメージです

お知らせ

2022年5月号チラシ掲載商品
・印鑑
・電気さくゲッターシステム
・今月のおすすめ商品

　購買品注文取りまとめについてのチラシ
を広報誌「ぱれっと」の中に折り込んでお
りますのでご利用ください。

カントリーエレベーター、ライスセンター利用者へのお願い

　出荷者の皆さまにはカントリーエレベーターお
よびライスセンターのご利用にあたり、異物混入
ならびに品質事故防止対策として下記の事項に注
意していただきますようお願いします。なお、運
搬する際には危険防止のため、積載重量等に注
意しましょう。

①種子残りや異物等の混入に注意しましょう。（コンバ
イン、乾燥機、フレコン等の清掃を行いましょう。）

②品質低下につながるので早刈りに注意しましょう。
③発酵防止のため、刈取後は早めに施設へ搬入し
ましょう。

詳しくは、各営農センターまたは営農部米穀課
（TEL：086-225-3229）へお問い合わせください。

JA岡山 令和4年産米出荷奨励の取り組み　（税抜）

 
 
 
 
 
 
※ただし、屑米および米粉用・飼料用米は対象外です。

持込奨励

大口奨励

生産者自らがJAの指定する検査場へ
持込をされた場合にお支払いします。

93円／ 1俵（60kg）
出荷量によりお支払いします。（大型
共同乾燥調製施設利用を含みます。）

大型共同乾燥調製施設利用者の持込量
（施設単位）によりお支払いします。
荷受総重量15㌧以上　1.82円／㎏

お米は全量ＪＡにご出荷ください！

　JA岡山では、農家所得の向上と米の集荷促進
のため、出荷奨励を下記のとおり実施いたします。
　令和4年産米につきましても、当JAへ出荷く
ださいますようお願いします。

1俵当たりの基準（60kg）
 300俵以上 　500俵未満  93円
 500俵以上 　700俵未満  139円
 700俵以上 1,000俵未満 185円
1,000俵以上 1,500俵未満 231円
　　　　　　 1,500俵以上 278円

「税務相談会」のご案内

■受付時間…10：00～15：30
■相談時間…お一人さま約30分（1回）
■相談費用…お一人さま1,000円（1回）
　　　　　　ただし、 JA岡山青色申告会の
　　　　　　会員の方は無料
■申込期日…開催日の5日前まで

■申込方法…各支所で相談依頼書にてお申し
　　　　　　込みください
■問い合わせ…各支所まで
■開催日程…5月19日（木）富山支所
　　　　　　 20日（金）足守支所

　相続や贈与、所得に関することなど、暮らしの中のさまざまな税金について、
専門の税理士が相談におこたえします。

果
樹

ぱれっと　142022.515　ぱれっと　
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今月の折り込み　2022年5月号カタログショッピング　ほか

大学生視点の精米商品「晴 ロ々マン」
岡山米の消費拡大を目指して

　岡山市北区尾上地区のレンゲ田についてご紹介します。「春の風物詩」であるレンゲ田はJR桃太郎線の
沿線にあり車窓から美しい風景を眺めることができます。
　マメ科の植物であるレンゲは根粒菌と共生していることから
田んぼの緑肥として使われていますが、稲の品種改良をはじめ
とする生産技術の向上で今ではその姿を見ることも少なくなっ
てきました。きれいなレンゲの花と形は変わりませんが、咲く場
所と役割は昔と今とでは大きく変わってきているようです。

編集担当　久山　隆一

あぐろ
グラム

Ag
lo

gr
am

編集後記

農を担う
イチゴ農家　藤原　聖 さん
一宮地区………10ページ

農を担う
イチゴ農家　藤原　聖 さん
一宮地区………10ページ

農を担う
イチゴ農家　藤原　聖 さん
一宮地区………10ページ

地域によろこびの
種をまく

JA岡山は持続可能な開発目標（SDGs）を支援しています。

オ ン ラ イ ン

かやは な
オンラインショップ

JA岡山JA岡山
各種媒体で情報発信

レンゲの風景

①テンペのり巻きを、＜テンペのり巻き＞のレシピ
を参照に作る。
②黄ニラはさっと茹でる。きゅうりは縦に4つ割り
にする。人参は１㎝角の棒状に切って茹でる。
③ほうれん草は茹でて絞った後、だししょうゆをか
けて再度よく絞る。
④巻きすに焼きのりを１枚置き、1/4量のすし飯を
均等に広げる。
⑤④に、テンペのり巻き１本、黄ニラ、きゅうり、人
参、ほうれん草、桜でんぶを1/4量ずつのせ、太
さが均一になるよう形を整え、彩りよく巻く（同
様にもう３本作る）。
⑥巻き終わりを下にして切り分ける。

すし飯・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・７２０ｇ
焼きのり・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・４枚
★テンペのり巻き・・・・・・・・・・４本
（テンペのり巻きレシピを参照）
黄ニラ・・・・・・・・・・・・・・・・・・１/3束
きゅうり・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１本
人参・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１本
ほうれん草・・・・・・・・・・・・・・・・・１束
だししょうゆ・・・・・・・小さじ1/2
桜でんぶ・・・・・・・・・・・・・・・・・・適量

材料（太巻き4本分）

作り方

①テンペ１枚を1.5㎝幅の8等分に切って、
素揚げにする。
②焼きのりは１枚を半分にカットする。
③カットした焼きのりに甘みそを塗り、素揚
げしたテンペを２本のせて巻く。

テンペ・・・・・・・・・・１枚（150g）
焼きのり・・・・・・・・・・・・・・・・・・２枚
揚げ油・・・・・・・・・・・・・・・・・・・適量
＜甘みそ>
　味噌・・・・・・・・・・・・・・・・大さじ３
　酒・・・・・・・・・・・・・・・・・・大さじ２
　砂糖・・・・・・・・・・・・・・・・大さじ３
　しょうゆ・・・・・・・・・・・・小さじ１

材料（4本分） 作り方

テンペのり巻き

【準備】
♦＜甘みそ＞を作っておく。
　フライパンに味噌と酒を入れ火にかけて
溶かすように混ぜ合わせ、砂糖、しょうゆ
を加え、木べらで混ぜ合わせながら水分
をとばす。ひと固まりになってきたら火を
止めて出来上がり。

※写真は昨年のものです。




